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深まりゆく秋 心も体も元気な１１月を 

あっというまに暦は 11月になりました。このところ、朝のあいさつ運 

動の後、6年生がのボランティアで落ち葉掃きをしてくれます。風によっ 

ては児童玄関近くまで落ち葉が吹き込んでいる日もありますが、どの子も 

楽しそうにせっせと掃除してくれます。竹ぼうきと箕（み）の使い方もだ 

んだん上手になってきました。ありがとう！ お疲れ様！ 

天気のよい日は青空がぐんと高く見えるのも秋ならではですね。休み時 

間のグラウンドでは、相変わらず学年入り交じっ 

て外遊びの子供たち･･･。本当に荻っ子たちは元気 

に遊びます。見ているだけでこちらもうきうきと 

元気がもらえます。 

さて、1年生の算数の授業をのぞいてみると、 

早くできた子が「ミニ先生」になって、まだ頑張っ 

ている友達に教えてあげている場面に遭遇しました。 

いいですね。教えてもらえる子も心強いでしょうが、教える子も、それによっ 

て自分の理解がなお深まることと思います。みんなでかしこくなりましょうね。 

 心も体も元気にたくましく、深まりゆく秋を楽しみながら 11月を過ごしま 

しょう。 

 

研究集会に向けて、準備が進んできました 
 昨年度から本校が研究推進校として取り組んできた音楽科の研究も、いよいよ 

来週 7日（火）の研究集会でハイライトを迎えます。無理をしすぎないように 

とは思っていますが、やはり悔いの残らないように「今やらねば」という気持ち 

で、皆、できる限りの準備を進めています。 

 24日（火）の午後は 3年生の授業を校内の皆で参観しました。音楽科の中でも「歌唱」を中心に進め

る学習に取り組んでいる 3年生と長島先生です。この日は「帰り道」という曲について、歌詞によく注目

しながら、それが旋律（メロディー）とどのように関係しているのかについて考えました。 

 机がなく、椅子だけの多目的教室での授業でしたが、子供たちはもうしっかりこうしたスタイルに慣れ

た様子で、授業が始まる前からいろいろな声を出して楽しく元気に、時には優しく歌う姿が素敵でした。 

               また「いつもは恥ずかしがり屋な子が多い」（長島先生）ということで 

              すが、この日の授業では、たくさんの先生に見つめられながらも積極的に 

              挙手して自分の考えを発表する子がたくさんいました。 

               子供たちの下校後には、教職員の事後研修を行いました。7日の授業に 

              向けてのポイントをいろいろ確認しました。 
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地域ボランティアの皆さん、ありがとうございました！ 
2年生が芋掘りをしたあとの畑に、今週になって今度はチューリップ等の球根が新たに植えられまし

た。花壇担当の芦﨑先生が計画し、1学期から時々お世話になっている「畑の先生」３名の方（角井さ

ん、松島さん、平田さん）がボランティアで手伝ってくださり、31日（火）の放課後の時間帯に一気 

に作業していただきました（1学期と同じように荻っ子たちといっしょに植えられれば最高だったので 

すが、なかなかその時間が取れないことから、今回は大人だけでの作業となりました）。3人の皆さん 

にはその後、１・２年教室そばの畑の草取りも進んでしていただきました。ありがとうございました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
シリーズ「教室におじゃまします」10/24(火)５年音楽科の巻 

 ５年生のこのところの音楽は、日本の音階を使っての音楽づくりに取り組んでい 

ます。大正琴に合わせて演奏できる簡単な曲を自分 

たちで完成させるのがゴールです。 

 これまでの学習を掲示物も使って振り返り、よい 

曲の条件として「なめらかにつながっているとよい」 

といったポイントを確認しました。そして今回の課 

題は「日本の音楽の音階のひみつを見つけよ 

う」です。まず教科書にある「子もり歌」を 

聴き、皆で口ずさんだ後、楽譜に注目しました。「子もり歌」に使われてい 

る音階を印を付けながら確かめると「ド・レ・ミ・ソ・ラ・（ド）」の５音 

しか使われていないことに気付いた子供たちです。「他の日本の曲でもそう 

なのかな？」 そのタイミングで髙松先生は「さくらさくら」と「こきりこ」 

「赤とんぼ」といった楽譜も子供たちに示し、グループに 1 枚ずつ配りま 

した。３人で分担しながらそれらの曲を調べると･･･、やはりどの曲も５つ 

の音だけ使われているという共通点が見つかりました。これは、子供たち 

たちにとってなかなかすごい発見だったようです。 

 「ということは自分たちが日本らしい曲を作るときも、５つの音だけ使 

えばいいのかな･･･！」 次の時間からいよいよ各自が作りたい曲のイメー 

ジをもって、短い曲を作っていくそうです。楽しみです。 

 

おまけの＜ひとりごと＞ 学校全体が研究集会に向けて忙しくなっている中で、私はこのところ出張が非常に多く、なかなか学校内
の様子を見て回ることができませんでした。もちろんそうした出張もとても大事な仕事なのですが、やはりなんとなく物足りな
いようなモヤモヤとした気持ちがありました。しかし、そのような中でも子供たちの成長や先生方のがんばり、地域の方とのつ
ながりを感じられる瞬間が多々あり、本当に嬉しい限りです。このおたよりを書けるのも幸せの時間･･･。さあ、明日からの３連
休で一息ついて、来週も楽しまなくっちゃ！ きっと素敵な子供や先生方の姿がたくさん見られる１週間になりそうです。 


